
  

 

 
 
 

 
 

の
り
子
の
週
刊
日
誌
（主
な
も
の
） 

６
月
３
０
日 

定
例
議
会
閉
会
、
地
域
訪
問 

７
月 

１
日 

地
域
訪
問 

２
日 

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
、
和
商
連
総
会
、
都
議

選
投
票
日 

３
日 

新
俳
句
連
盟
総
会
、
河
西
無
料
生
活
相
談 

 

４
日 

会
議
、
生
活
相
談
、
環
境
考
え
る
会 

５
日 

地
域
訪
問 

６
日 

市
駅
前
／
吉
宗
像
前
宣
伝
、
市
駅
前
事
務
所
無

料
生
活
相
談 

リレートーク  Relay talk  リレートーク 

リ
レ
ー
ト
ー
ク 

R
e
la

y
 T

a
lk
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「
あ
い
さ
つ
」
に
立
っ
た
ア
ベ

首
相
に
、
あ
っ
ち
か
ら
も
こ
っ
ち

か
ら
も
「
帰
れ
！
」
と
い
う
怒
声

が
投
げ
つ
け
ら
れ
た
。
６
・
２
３

沖
縄
の
全
戦
没
者
追
悼
式
で
の

一
コ
マ
だ
。
首
相
は
精
彩
の
な
い

顔
を
し
て
、
あ
い
さ
つ
原
稿
を
胸

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
し
て
読

ん
で
い
た
。 

 

都
議
選
の
自
民
党
候
補
か
ら

「
ア
ベ
首
相
は
来
な
く
て
い
い
」

と
の
空
気
が
広
が
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
情
勢
に
激
変
が
起
き
て
い

る
の
だ
。
正
規
の
ル
ー
ル
を
無
視

し
委
員
会
で
の
審
議
を
せ
ず
、
本

会
議
で
「
共
謀
罪
」
法
案
は
強
行

採
決
さ
れ
た
。
そ
の
直
後
か
ら
内

閣
支
持
率
は
一
気
に
急
降
下
し

た
。
「
盛
者
必
衰
の
理
を
あ
ら
は

す
。
お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
、
た

だ
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し
・
・
・
」
だ
。 

 

ア
ベ
首
相
は
、「
森
友
、
加
計
問
題
は

疑
う
ほ
う
が
ど
う
か
し
て
い
る
」
と
い

い
、「
テ
ロ
等
準
備
罪
（
共
謀
罪
）
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
る
の
に
分
ら
な
い
人

が
多
い
」
と
い
う
。
ど
う
か
し
て
い
る

の
は
ど
っ
ち
な
！ 

と
い
い
た
い
。
自

民
党
内
で
は
水
面
下
で
「
ポ
ス
ト
安
倍
」

の
空
気
が
広
が
り
は
じ
め
て
い
る
と

い
う
。 

 

 

 

メガソーラーで現地視察する原やすひさ（右から 3 
 
人目）と党中央副委員長・参院議員の市田氏（同 6人目） 

 

今
週
は
政
界
ド
タ
バ
タ
劇
で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。 

◆
先
週
か
ら
テ
レ
ビ
の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど
で
愉
快
に
放
映

さ
れ
た
の
が
自
民
党
の
豊
田
真
由
子
衆
院
議
員
の
「
ハ
ゲ
」「
死

ね
ば
」
と
、
秘
書
に
絶
叫
し
殴
る
な
ど
の
行
為
。
こ
れ
が
国
会

議
員
？
…
東
大
法
学
部
卒
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
も
。
麻
生
太

郎
財
務
相
は
「
あ
れ
は
女
性
で
す
よ
女
性
」
と
念
押
し
。
彼
女

は
即
座
に
自
民
党
離
党
だ
が
議
員
は
や
め
ず
入
院
だ
と
さ
。

１２
年
～
１５
年
で
国
民
の
血
税
で
あ
る
政
党
助
成
金
か
ら
５
９

５
０
万
円
も
受
領
し
た
輩
（
ワ
ー
オ
！
も
っ
た
い
な
い
）。 

◆
「
い
よ
い
よ
『
官
邸
崩
壊
』
か
―
。
菅
義
偉
官
房
長
官
の
更

迭
説
が
流
れ
て
い
る
。
安
倍
１
強
の
象
徴
だ
っ
た
首
相
官
邸
が

一
気
に
ガ
タ
つ
き
は
じ
め
て
い
る
。
『
総
理
の
ご
意
向
』
と
書

か
れ
た
加
計
文
書
を
『
怪
文
書
だ
』
と
強
弁
し
、
さ
ら
に
前
川

喜
平
前
文
科
事
務
次
官
を
個
人
攻
撃
し
、
加
計
問
題
に
火
を
つ

け
た
菅
官
房
長
官
。
『
あ
い
つ
が
Ａ
級
戦
犯
だ
』
と
自
民
党
内

か
ら
批
判
が
噴
出
し
て
い
る
」（
「
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
」
２
２
日
デ

ジ
タ
ル
版
） 

◆
東
京
都
議
選
で
小
池
百
合
子
知
事
率
い
る
都
民
フ
ァ
ー
ス

ト
が
公
明
党
と
連
携
。
石
原
、
猪
瀬
、
舛
添
と
３
代
続
い
た
都

知
事
の
議
案
総
数
５
０
２
０
に
対
し
５
０
１
９
に
賛
成
し
「
都

政
の
闇
」
へ
共
謀
し
た
の
が
公
明
党
。
都
議
選
で
も
共
産
党
へ

品
の
な
い
攻
撃
を
飛
ば
す
一
方
で
、
創
価
学
会
の
「
情
勢
が
急

変
し
、
（
共
産
党
が
大
幅
に
支
持
を
伸
ば
し
）
緊
急
事
態
に
。

逆
転
勝
利
へ
執
念
の
猛
拡
大
を
」
と
の
内
部
文
書
が
ネ
ッ
ト
で

流
出
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
編
集
室
） 

   

 

「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
国
連
会
議
」
第

２
会
期
（
６
月
１
５
日
～
７
月
７
日
）

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
的
な
国
連

会
議
に
向
け
て
日
本
原
水
協
は
、
６
月

１
５
日
～
６
月
２
０
日
ま
で
、
５
４
名

の
代
表
団
を
派
遣
し
ま
し
た
。
代
表
団

の
一
員
と
し
て
、
和
歌
山
県
原
水
協
か

ら
は
、
白
井
春
樹
事
務
局
長
が
参
加
さ

れ
、
帰
国
後
の
ご
あ
い
さ
つ
に
県
議
団

を
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

ご
挨
拶
文
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

『
現
地
で
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締

結
を
求
め
る
国
際
行
動
デ
ー
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
行
動
、
女
性
行
進
に
参
加
し
、 

ア
メ
リ
カ
と
世
界
の
反
核
運
動
、
市
民

と
の
連
帯
・
共
同
を
発
展
さ
せ
る
活
動

に 

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

６
月
１
６
日
に
は
、
国
連
会
議
の
傍

聴
を
し
ま
し
た
。
午
前
の
討
論
終
了
後
、

中
満
泉
軍
縮
問
題
担
当
上
級
代
表
同
席

の
上
、
議
長
席
の
前
で
、
日
本
の
被
爆

者
が
エ
レ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
議
長
に
「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
２
９
６
万
３
８

８
９
名
分
の
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

議
長
は
そ
の
被
爆
者
と
言
葉
を
交
わ

し
、
涙
ぐ
み
な
が
ら
条
約
採
択
へ
の
決

意
を
語
り
ま
し
た
。
核
兵
器
を
法
的

に
禁
止
す
る
歴
史
上
初
め
て
の
条

約
が
、
７
月
７
日
に
採
択
さ
れ
る

と
、
今
年
の
秋
か
ら
始
ま
る
国
連
総

会
に
結
果
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
後
、

各
国
が
調
印
し
、
各
国
議
会
が
批
准

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
』
と
あ
り
ま

す
。
会
議
の
模
様
を
想
像
し
わ
く
わ

く
し
て
い
ま
す
。
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日

刊
紙
に
志
位
委
員
長
が
国
連
会
議

に
出
席
す
る
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

核
廃
絶
を
願
う
み
な
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
、
ま
ち
の
隅
々
ま
で
ヒ
バ
ク

シ
ャ
署
名
を
広
げ
て
行
く
こ
と
が

政
府
を
変
え
て
行
く
力
に
な
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。（
奥
村
の
り
子
） 

左から雑賀県議、白

井さん、奥村です 

 

 

                        

 

7月 8日（土）午後 1時半～3時半 

県民文化会館 5階大会議室（保育有） 

          主催 

         和歌山市日本共産党 

         女性後援会 

         お話する人 

         堀内照文衆議院議員 

 

 
 


